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　 平素より 東葉高速鉄道をご利用いただき まし て、 誠にあり がと う ございます。

　 当社は、 平成８ 年の開業以来、 運転無事故記録を継続し 、 ２ １ 年目を迎えるこ と ができ ま

し た。 １ 日平均乗車人員も おかげさ まで１ ５ 万人を超え、 多く のお客さ まにご利用いただく

鉄道と なり まし た。

　 鉄道事業者にと っ て、 輸送の安全を確保するこ と は最も 重要な使命であり 、 社会に対する

最大の責任でも あり ます。 当社は、「 安全」 を経営理念の一つに掲げ、 役員をはじ め社員一人

ひと り が日頃から 高い安全意識を持ち、 法令遵守のも と 一丸と なっ て輸送の安全に取り 組み、

お客さ まに対し て、 より 一層の安全で快適な輸送サービスが提供でき るよう に取り 組んでお

り ます。

　 設備面では、 経年によ る 老朽化が進行し て いく 中で 安全性を 維持・ 向上さ せる ために、

平成２ ９ 年度においては、 平成２ ８ 年度に引き 続き 、 高架橋柱の耐震補強工事や車両搭載

機器の更新を実施し 、 更には、 駅構内や車両基地の防犯カ メ ラ やモニタ ーの更新等を行いま

し た。 また、 社長を 議長と し た安全推進会議を 開催し 、 安全に関する 事項について全社的

に情報を 共有し 理解を 深めている ほか、 安全監査（ 内部監査） や異常時総合訓練の実施に

より 社員の安全意識や技能を向上さ せるなど、 ハード 面と ソフ ト 面の両方から安全対策の更なる

充実を 図り まし た。 今後も 無事故の記録を 継続し ていく ために、 社員一人ひと り が新たな

気持ちで、 安全対策に終わり がないこ と を肝に銘じ 、 安全意識の向上を図る取組みや安全管理

体制を 充実さ せ、 事故・ 災害等の発生時の対応力を 強化する など安全意識を 高める 社風を

醸成し 、 お客さ まに安全かつ安心し てご利用いただけるよう 努めてまいり ます。

　 こ の安全報告書は、 鉄道事業法に基づき 、 平成２ ９ 年度における輸送の安全確保に対する

当社の取り 組みについて広く ご理解をいただく ために作成し たも のです。

　 安全に関する取組みや体制を一層充実さ せていく ためにも 、 皆さ まから のご意見・ ご感想

をお聞かせく ださ いますよう お願い申し 上げます。

東葉高速鉄道株式会社

　 代表取締役社長
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　 平成３ ０ 年９ 月

ごあいさ つ１



　 当社は、 お客さ まの安全確保を最優先の事業目的と し 、 その目的を達成するための基本方針

と し て「 安全方針」 を定め、 役員及び社員は常にその方針を心掛けて行動し ています。

安全方針
１　安全を最優先に、一致協力して行動します

２　法令等を遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します

３　常に輸送の安全に関する状況を理解します

４　推測で職務を実行せず、確認の励行に努めます

５　事故・災害時には、人命救助を最優先に行動します

６　情報は、もれなく迅速、正確に報告します

７　常に問題意識を持ち、必要な変革に挑戦します

　 安全方針に基づき 、 安全最優先の企業風土の構築、 安全管理体制のさ ら なる改善を進めるため

の目標と し て、 年度ごと に「 安全防災対策の重点目標」 を 設定し 、 役員及び社員が一致協力し て

その達成に努めています。

１ 　 お客様・ 社員・ 協力会社社員の事故防止対策

２ 　 危機意識及び危機管理体制の向上

３ 　 安全管理体制の更なる改善

（ １ ）  輸送の安全への継続的な取組みによる強化

（ ３ ） 情報の共有化と コ ミ ュ ニケーショ ンの確保

（ ２ ） ヒ ヤリ ・ ハッ ト 等の情報収集活動の推進と 継続的改善の実践

平成２ ９ 年度　 安全防災対策の重点目標
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安全方針と 安全目標２

【 2-1】 安全方針

【 2-2】 安全目標



　「 鉄道事業者は、 輸送の安全確保が最も 重要である こ と を 自覚し 、 絶えず輸送の安全性向上に努め

なければなら ない」 と いう 運輸安全一括法の理念のも と 制定し た安全管理規程に基づき 、 最高責任者

である 社長を はじ め、 安全統括管理者、 運転管理者、 施設・ 車両管理者、 乗務員指導管理者の各々

の責任を明確にし た安全管理体制を構築し 、 安全の確保に取り 組んでいます。 また、 安全・ 安定輸送

の施策を円滑に推進するために、 経営ト ッ プから 現業までが一丸と なり 、 安全管理体制のさ ら なる充実

に努めています。

社                長 ： 輸送の安全確保に関する最終的な責任を 負う 。

安 全 統 括 管 理 者 ： 輸送の安全確保に関する業務を 統括する。

運   転   管   理   者： 安全統括管理者の指揮のも と 、 列車の運行、 運転関係係員の資質保持

　 　 　 　 　 　 　 　 　 などの運転に関する業務を 管理する。

施設・ 車両管理者： 安全統括管理者の指揮のも と 、 軌道・ 土木・ 建築・ 電気などの施設

　 　 　 　 　 　 　 　 　 管理や車両に関する業務を 管理する。

乗務員指導管理者： 運転管理者の指揮のも と 、 乗務員の資質保持に関する事項を管理する。
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安全管理体制と 管理方法３

【 3-1】 安全管理体制

【 3-2】 管理者の役割

社 長

安 全 推 進 会 議

常 務 取 締 役

安全統括管理者
（ 運輸施設部担当）

常 務 取 締 役

総務部担当）

技 術 担 当 部 長

施設・ 車両管理者

車 両 区 長

乗務員指導管理者

（ 社務総括及び

総 務 部 長 運 輸 施 設 部 長

工 務 課 長

工 務 区 長

電 気 課 長

電 気 区 長

車 両 課 長

運 輸 担 当 部 長

運転管理者

運 輸 指 令 長

運 転 課 長

乗 務 区 長

乗務員指導管理者

駅 務 課 長 安 全 防 災 課 長

駅 長



【 １ 】 常勤役員会議

　 毎週開催し ている「 常勤役員会議」 では、 会社全般の事業と し て取扱う 安全施策の検討や安全

対策の確実な推進など、 経営面から 安全管理体制の強化に努めています。

【 ２ 】 安全推進会議

　 経営ト ッ プ の社長を 議長と し て、 毎月開催さ れる

「 安全推進会議」 は、 輸送の安全確保に関する 事業の

実施状況などを確認し ています。

　 会議では、 輸送障害などの報告や、 社内で発生し た

ヒ ュ ーマンエラ ー、 ヒ ヤリ ・ ハッ ト 、 他社で発生し た

事故等を題材に、 当社と し ての安全への対応などにつ

いて、 現業と 本社で議論を行い認識を共有するこ と で、

輸送の安全水準の向上に努めています。

【 ３ 】 役員等の職場巡視

　  輸送の安全確保に万全を 期し 、 事故の未然防止と 安全確保を 目的に実施する 「 夏季の輸送

安全総点検」「 年末年始の輸送等に関する安全総点検」 の期間中に、 社長、 安全統括管理者及び

取締役等によ る 職場巡視を 実施し て、 日頃の安全管理の実施状況の確認と 社員への督励を 行っ

ています。

　 また、 同期間中に、 本社職員による駅構内及び列車内の巡回警備や非常時想定緊急連絡

訓練を実施し 、 安全への取り 組みを強化し ています。
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【 3-3】 安全管理の実施状況



【 ５ 】 役員と 社員の懇談

　 役員と 社員と のコ ミ ュ ニケーショ ンを図るこ と で、 各職場における日常業務で発生し ている

問題や職場での取り 組みなどについて議論し あい、 安全に対する風通し の良い企業文化の醸成

を図っ ています。

【 ６ 】 安全統括管理者と の安全懇談会

　 安全統括管理者が各職場を回り 、 安全防災対策の

重点目標や今後の安全に対する取組みなどを話し 合い、

より 良い職場環境の構築を図ると と も に、 各職場の

状況を把握し 、 更なる安全の構築を図っ ています。

【 ８ 】  Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルの強化・ 浸透

　 安全防災対策の重点目標に取り 入れるなど、 全社員が「 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ル」 の重要性を認識

し 、 各業務に取り 入れるこ と で安全管理体制の強化を図り 、 継続的な改善を行う こ と で安全性

の向上に努めています。

【 ４ 】 安全管理体制の内部監査

　 輸送の安全確保に関する業務の遂行状況、 安全管理

体制の実施状況の見直し ・ 改善の必要性等を確認する

ため、 安全監査（ 内部監査） を実施し ています。

　 平成２ ９ 年度は、 経営管理層、 本社２ 課及び現業

２ 部署の監査を実施し まし た。

　 平成３ ０ 年度については、 経営管理層、 本社２ 課

及び現業２ 部署の監査を計画し ています。
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【 ７ 】 非常時対応体制

　 事故・ 災害などの非常事態の発生に備え、「 事故・ 災害等対策規程」 等を策定し 、 非常事態に

おいての社員の基本行動や各班の役割を 定め、 非常事態に対し 迅速かつ的確な 行動を 行い、

被害を 最小限に抑える体制をと っ ています。



　 平成２ ９ 年度の鉄道事故等の発生状況は、 鉄道運転事故０ 件、 輸送障害２ 件、 インシデント ０ 件

と なり まし た。 過去３ 年間の発生状況は、 下記のと おり です。

　 当社は、 平成８ 年４ 月の開業以来、 運転無事故記録を継続し ており ます。 こ れから も 、 安全を

第一に安心し て、 お客さ まにご利用し ていただけるよう 尽力し て参り ます。
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鉄道事故等の発生状況４

鉄道運転事故

輸　 送　 障　 害

イ ン シ デン ト

【 事故種別の内容】

　 鉄道による 輸送に障害を 生じ た事態であっ て、 鉄道運転事故以外のも の

鉄道運転事故が発生するおそれがある と 認めら れる事態のこ と

列車衝突事故 列車同士が衝突・ 接触し た事故

列車脱線事故

列車火災事故

踏切傷害事故

道路傷害事故

鉄道人身傷害事故

鉄道物損事故

列車が脱線し た事故

列車に火災が生じ た事故

踏切で、 列車が人・ 車両等と 衝突・ 接触し た事故

踏切以外の道路において、 人・ 車両等と 接触し た事故

列車と 人が接触し た事故

列車の運転により 500 万円以上の物損事故

年度

事故種別
鉄道運転事故

（ 　 　 ） 内は原因

輸送障害

（ ３ ０ 分以上の遅延や運休）

計原因

イ ンシデント

平成２ ７ 年度

平成２ ９ 年度

平成２ ８ 年度

０ 件

０ 件

０ 件

第三者行為　  １ 件

第三者行為　  １ 件

自然災害　 　  １ 件

１ 件

２ 件

０ 件

０ 件

保安装置故障  １ 件
その他　 　 　   １ 件

保安装置故障・ ・ ・ 飯山満駅での軌道短絡が発生し たため

２ 件 ０ 件

そ  　 の　   他・ ・ ・ パンタ グラ フ に付着し たビニールシート を 撤去し たため

第 三 者 行 為・ ・ ・ 軌道内に人が立ち 入っ たため等



　 運行を 担当する 運輸指令所、 乗務区、 駅の運輸部門と 、 設備の保守等を 担当する 工務区、

電気区、 車両区の技術部門で構成さ れ、 それぞれが連携する こ と で安全・ 安定運行を 確保

し ています。

【 １ 】 運輸指令所

　 　 　 運輸指令所は、「 お客さ まの安全を第一

　 　 に考え、 目配り 、 気配り ができ る指令」 を

　 　 モッ ト ーと し て指令業務に従事し 、 日々の

         安全運行を支えています。

　 　 　 また、 事故や異常気象等、 輸送上の不具

　 　 合の発生時に即座に的確な 指令が行える

　 　 よう 、 様々な事象を想定し た教育訓練を定

　 　 期的に実施し て、 資質の維持・ 向上にも 努

　 　 めています。
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【 ２ 】 乗務区

　 　 　 乗務区は、 お客さ まが安全・ 快適にご利用いただける よ う に、 乗務員の指導、 監督を

　 　 行っ ています。

　 　 　 乗務員の始業時には、 監督者と 対面にて点呼を実施し 、 必要な指示・ 注意事項の伝達及び

　 　 心身・ 健康状態を確認すると と も に、 アルコ ール検知器により 酒気を帯びていないこ と を

　 　 確認し ており ます。 乗務終了後には、 監督者が乗務員から 当日の作業状況等を確認し 、 職場

　 　 全体で情報共有を行っ ています。

　 　 　 また、 定期的に監督者が乗務員室に添乗し 、 各乗務員の作業状況を 確認し て、 指導を

       行っ ています。 更には、 机上・ 実設の教育訓練も 実施し 、 知識・ 技能の維持向上にも 努め

　    ています。 こ の教育訓練では、 ヒ ヤリ ・ ハッ ト 情報を活用し て、 乗務員同士が安全について

　    議論し 、 安全意識の高揚を図っ ています。

安全運行を支える５

【 5-1】 運輸部門



【 １ 】 工務区

　 　 　 工務区は、 軌道・ 土木構造物、 建築物の保守

　 　 管理を担当し ています。

　 　 　 法令で定めら れた検査周期に従い実施する各

　 　 種の検査に加え、 定期的に係員が巡回を行い、

　 　 こ れら の検査、 点検の結果をも と に補修や交換

　 　 等の計画を 立て 、 健全な状態の維持に努めて

　 　 います。

　 　 　 また、 レ ール・ まく ら ぎ・ 道床から 構成さ れ

　 　 る軌道は、 列車を安全に走行さ せるため、 特に

　 　 重要と さ れる 構造物で すが、 列車走行や気象

　 　 条件によっ て日々、 わずかずつ変化し てし まう

　 　 こ と から 、 レ ールに異常がないか、 ボルト に緩

　 　 みがな いか等、 点検を 繰り 返し 、 安全で 乗り

　 　 心地の良い線路維持に努めています。
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【 ３ 】 駅

　 　 　 駅は、 朝・ 夕のラ ッ シュ 時間帯を中心に、 ホームで列車の到着・ 出発の監視を行っ ています。

　 　 と く に、 ホームの安全確認後に乗務員に対し て行う 閉扉合図は、 お客さ まの安全を 確保し 、

　 　 列車の安定運行を確保するために最も 重要な仕事です。

　 　 　 また、 一部の駅では、 緊急時の列車の進路制御も 担当し ており 、 緊急時に備えた操作訓練

　 　 を毎月実施し ています。

【 5-2】 技術部門



【 ２ 】 電気区

　 　 　 電気区は、 電気設備（ 変電設備、 電路設備、 機械設備、 信号設備、 通信設備） 全般の

　 　 保守管理及び電力指令所での監視・ 制御業務を行っ ています。

　 　 　 法令で定めら れた周期で行う 定期検査を実施し 、 電気設備の機能維持を図ると と も に、

　 　 検査結果に基づいた設備の修繕・ 改良計画等から 、 列車の安全運行の確保に努めています。

【 ３ 】 車両区

　 　 　 車両区の仕事は、 保有し ている車両（ 110 両） の定期的な点検、 整備等のメ ンテナンス

　 　 を行っ ています。

　 　 　 車両の定期的な点検では、 10 日を超えない範囲で行う 列車検査、 3 か月を超えない期間

　 　 で行う 月検査を実施し ています。 そし て、 4 年または 60 万 km を超えない期間で行う 重要

　 　 部検査、 8 年を超えない期間で行う 全般検査は、 東京地下鉄株式会社に委託し ています。

　 　 　 また、 定期的に故障処置訓練や、 事故対応訓練を実施し 、 資質の維持、 向上にも 努めて

　 　 います。

　 　 　 点検、 整備、 訓練を確実に実施するこ と で、 お客さ まへ安全、 快適な車両の提供を心が

　 　 けています。

9



【 １ 】 教育 

　 ■コ ンプラ イ アンス研修

　 　 外部講師に依頼し 、 社員一人ひと り にコ ン プラ イ アン スの重要性を 認識さ せるこ と で、

　 各々が責任を も っ て安全かつ適切に業務を 行える よ う に、 よ り 良い職場環境の構築に

　 努めています。

　 安全への取組みは、 各職場で「  安全防災対策の重点目標実施計画書」 を 制定し 、 それに基

づき 実施し ています。
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安全への取組み６

【 6-1】 教育・ 訓練

　 　 ■集合教育（ 各職場）

　 　 　 法令や社内規程などのほか、 各職場では、 安全面・ 技術面に必要な全体教育を実施し て

　 　 います。

　 　 １ ． 　 　 駅　 　 ： 総合防災監視盤の取扱い方、 止水板の取扱い方、 搬送ト ロの取扱い方など

　 　 ２ ． 運輸指令所： Ｐ Ｔ Ｃ信号機故障時の取扱い方、 故障時の取扱い方、 過去の事故に基づいた事例研究など

　 　 ３ ． 乗　 務　 員： 基本作業の重要性、 エアセク ショ ン区間停車時の取扱い方など

　 　 ４ ． 工　 務　 区： 自動塗油器の構造、 ト ラ ッ ク マスタ ーの取扱い方、 測定データ の解析方など

　 　 ５ ． 電　 気　 区： 連動装置のシステム構成、 更新し た設備の取扱い方など

　 　 ６ ． 車　 両　 区： チルホールの取扱い方、 非常機材の取扱い方、 車両誘導訓練など

〔 さ すまた使用訓練〕 〔 車両誘導訓練〕



【 ２ 】 訓練 

　 ■異常時総合訓練

　 　 事故・ 災害等が発生し た場合に、 迅速かつ的確な行動が求めら れます。

　 　 こ の異常時総合訓練は、 全職場が集まり 、 日頃の訓練の成果を見せると と も に職場間の

　 連携を 深めるこ と を 目的と し て実施し ています。 また、 警察及び消防と の連携も 重要で

　 あるこ と から 、 訓練に参加し ていただき 、 臨場感ある訓練を実施し ています。

　 　 平成２ ９ 年度は、 大地震を想定し た訓練を実施し まし た。

　 ■対策本部設営運営訓練

　 　 事故・ 災害等が発生し た際に、 被害者の

　 救護活動や施設の復旧を 安全、 迅速かつ

　 効率的に行う ために、 本社内に事故・ 災害

　 等対策本部を設置するこ と と し ています。

　 　 災害時に備え、 対策本部で使用するパソ

　 コ ン、 通信機器、 非常用発電機など機材の

　 点検と 対策本部の設営に係わる社員の習熟

　 を図るため、 定期的に対策本部設営運営訓

　 練を実施し ています。
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　 ■Ｂ Ｃ 災害活動訓練

　 　 Ｂ Ｃ 災害と は、 生物（ biolog ical)、 化学物質（ chem ical) による特殊災害を意味し ています。

　 　 こ の訓練は、 実際にＢ Ｃ 災害が発生し た際に、 通報・ 連絡、 避難誘導等を速やかに実施し 、

　 お客さ まの安全確保を行い、 運転の早期復旧ができ るよう に訓練をし ています。

　 　 平成２ ９ 年度は、 船橋日大前駅（ 東口） の改札前にて何者かが液体を撒き散ら し 、 数名の

　 お客さ まが負傷し た想定にて、 船橋市東消防署の協力のも と 実施し まし た。



　 ■車両故障対応訓練

　 　 車両故障等で自力での走行が不能と なり 、

　 駅間に停止し た列車を速やかに最寄り の駅に

　 収容し 、 列車運転への支障を最小限にするた

　 めの訓練を毎年実施し ています。

　 　 訓練内容は、 故障列車と 救援列車を 連結

　 し て、 訓練と 連結後に故障車両を牽引（ または

　 推進） 運転する訓練を実施し ています。

　 　

　 ■架線復旧訓練

　 　 架線が強風による飛来物等で支障をき たし

　 た場合や落雷により 断線し た場合の事故に備

　 え 、 早期の列車運転を 確保する ため、 架線

　 復旧訓練を毎年実施し ています。

　 ■レ ール張出復旧訓練

　 　 酷暑期は、 レ ールの伸びによ り レ ールが

　 張り 出すこ と が想定さ れる ため、 レ ールの

　 張出復旧訓練を 毎年実施し ていま す。

　 ■レ ール折損応急処置訓練

　 　 厳寒期は、 レールが収縮するこ と による

    折損が想定さ れる ため、 折損箇所の応急

    処置訓練を毎年実施し ています。
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■脱線復旧訓練

　 　

　 工務区・ 電気区

　 　 　 保守作業中の軌道モータ ーカ ーが脱線し

　 　 たと の想定で、 訓練を毎年実施し ています。

　 　 　 こ の訓練は、 夜間作業中に事故が発生し

　 　 た場合においても 、 始発から の営業列車に

　 　 支障をき たさ ないよう に、 復旧機材の取扱

　 　 いと 復旧手順の確認を行っ ています。

　 車両区

　 　 　 走行不能と なっ た列車を移動さ せるため、 搬送ト ロ取り 付け訓練を実施し ています。

　

■関係機関が主催する訓練

　 事故や自然災害、 テロ等が発生し た場合、

負傷者の救護、 お客さ まの避難誘導、 被害

の復旧を確実かつ円滑に実施するためには

警察・ 消防と の連携が不可欠であるこ と から、

沿線の警察署、 消防署が主体と なる訓練に

参加し ています。
「 緊急車両通行標章交付訓練」
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■搬送用借台車装着訓練

　 　

　 　

■駅間歩行訓練

　 軌道内の設備を 熟知し 、 列車が駅間に

停車し た場合にお客さ ま を 安全に駅ま で

避難誘導する ため、 線路を 歩行する 訓練

を実施し ています。



■メ ンテナンスに係る修繕費については、 安全輸送確保の観点から 、 下図のと おり 必要な資金

を 投入し ています。 平成２ ９ 年度の主な修繕費は、 軌道設備保守、 電気設備保守、 車両保守

など、 合わせて１ ６ 億１ 千万円余を投入し ています。

■安全運行や安定輸送の維持のため、 下図のと おり 必要な 投資を 積極的に実施し ていま す。

平成２ ９ 年度の主な投資は、 高架橋柱の耐震補強工事、 車両搭載機器の予防保全、 変電所機器の

更新など、 合わせて１ １ 億８ 千万円余を投入し まし た。
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【 6-2】 安全投資
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平成29年度

平成28年度

平成27年度

（単位：億円）

安全投資の推移

 

0 5 10 15 20

平成29年度

平成28年度

平成27年度

（単位：億円）

修繕費の推移



【 １ 】 駅の安全対策

　 お客さ まに安心し てご利用いただけるよう 、 駅係員、 乗務員による安全確認方法等の改善や、

設備の改善を実施し ています。

　 ■不審者・ 不審物の発見

　 　 駅係員が駅構内を定期的に巡回し 、 不審者・

　 不審物等の発見に努めています。

　 　 また、 各駅に設置さ れているゴミ 箱は、 不

　 審物を発見し やすいよう にシースルータ イ プ

　 と し ています。

■警備会社と の連携

　 駅において非常事態が発生し 緊急に支援が必要な場合には、 通報専用ボタ ンの操作により 、

警備会社の警備員を駅に急行さ せると と も に警察へ通報さ れ、 駅係員と 協力し ながら 早急に

事態の収拾にあたっ ています。

　 また、 東葉勝田台駅では、 警備の強化を目的と し て夜間と 平日朝ラ ッ シュ 時に警備員を配置

し ています。

■駅発車時の安全確保

　 車掌が列車のド アを閉める際に、 ホーム上

の安全を 確認する ため、 駅に設置し て いる

車掌用モニタ ーの高解像度化を図っ ています。

■お客さ まへの情報提供

　 改札口やホーム上に設置し ている旅客案内装置は、 日々の運行情報を提供するだけでなく 、

地域のイ ベント 情報や、 テロ・ 不審者・ 不審物に対する警戒・ 警備等にも 活用し ています。
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【 6-3】 安全対策



■防犯カ メ ラ の設置

　 防犯カ メ ラ の映像は駅事務室などで確認で

き る と と も に、 録画映像を 再生し て状況を

確認するこ と も でき るため、 万一の場合の

状況確認にも 威力を発揮し ています。

　 また、 平成２ ８ 年度から 防犯カ メ ラ の更新

を開始し 、 台数を増設するこ と で死角を少な

く するよう に努めています。

■非常停止ボタ ン

　 ホームから お客さ まが線路内に転落し た時

や、 線路内に障害物がある 時な ど 、 列車の

安全な 運行に支障が生じ た場合に、 列車に

危険を知ら せて列車を緊急に停止さ せるため

の非常停止ボタ ンを全駅に設置し ています。

■ホーム下の退避空間

　 お客さ まが線路に転落し た場合の退避スペ

ースと し て、 全駅のホーム全長にわたり ホー

ム下退避空間を確保し ています。

■駅係員よびだし イ ンタ ーホン

　 線路内に物を落と さ れた等、 駅係員と 緊急

に連絡を取り たい場合、 駅係員と 連絡がと れ

る 連絡用イ ン タ ーホン を 全駅のホーム上に

設置し ています。

■内方線付き 点状ブロッ ク の設置

　 目の不自由なお客さ まが、 誤っ てホームか

ら 転落する事故を防ぐ ため、 全駅のホーム上

に内方を知ら せるための点状ブロッ ク を設置

し ています。
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【 ２ 】 火災対応

　 地下駅では、 国土交通省の「 鉄道に関する技術上

の基準を定める省令」 に基づいて、 非常用発電機設備、

自動火災報知設備、 消火・ スプリ ンク ラ ーポンプ設備、

排煙設備、 非常放送設備、 誘導灯設備、 非常灯設備等

の火災対策設備を 設置し ていま す。 駅事務室内に

設置し た防災監視盤において、 火災等の異常が発生

し た場合は、 即座に対応でき る体制を整えています。

■非常用発電機の設置

　 地下駅間に設置し たト ンネル換気用排煙機全てに、 非常時に電源を供給する発電機を

設置し ています。 万一、 ト ン ネル内で火災等が発生し 常用電源の供給が停止し た場合

でも 、 非常用発電機から 電力を供給するこ と が可能と なり 、 煙を地上部へ排出するこ と が

できます。
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■CP ラ イ ン及び注意喚起シート の整備

　 平成２ ９ 年度に、 CP ラ イ ンを 全駅のホーム端部に整備し まし た。 また、 ホームの

狭隘部については、 注意喚起シート を併せて整備し 、 お客さ まがより 安全にご利用い

ただけるよう に努めまし た。



■地震計による監視

　 地震の大き さ による列車運転規制を行う ため、

専用の地震計を設置し て、 地震及び振動加速度

（ ガル） の大きさ に応じ た警報を発令し 、 安全運

行に努めています。

■地上駅の非常灯設備

　 東日本大震災での教訓を活かし 、 地上駅では、

大規模停電の発生に備えてホームや改札周辺

の照明が確保できるよう 、 非常灯設備と 非常用

発電機を設置し ています。

■早期地震警報システムの運用

　 地震発生時の初期微動を観測し て、 大き な揺

れが到達する前に対応をと るこ と によっ て、 被

害を最小限に抑えよう と する「 早期地震警報シ

ステム」 を導入し ています。

■帰宅困難者対策

　 帰宅困難者対策と し て、 飲料水、 サバイ バルシート 等の帰宅困難者用備蓄品を全駅に配備

し ています。

　 大規模地震等の災害によっ て列車の運転が休止し 、 駅に足止めさ れてし まっ たお客さ まに、

安全に避難し ていただく ためには、 誘導にあたる駅係員が、 広域避難場所や帰宅困難者支援

施設の開設状況などの情報をあら かじ め入手する必要があり ます。

　 そのための「 防災ＭＣ Ａ 無線」 が沿線の各自治体から 駅に貸与さ れており 、 こ れを使用し た

緊急時想定連絡訓練を各自治体と の間で定期的に実施し ています。
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【 ３ 】 地震対策

■高架橋柱の耐震補強

　 阪神・ 淡路大震災を受け、 耐震性の見直し に

より 、 平成２ １ 年度から 実施し てき まし た高架

橋柱の緊急耐震補強対策は、 一部を除き概ね完了

し まし た。

　 平成２ ６ 年度から は、 さ ら なる耐震対策と し て、

今後高い確率で発生が予想さ れる首都直下地震

に備えた高架橋柱の耐震補強対策を進めています。



■浸水対策

　 地下駅では、 地上の出入口に止水板を設置する

こ と により 、 台風や豪雨等による駅構内への浸水

防止を図っ ています。

■レ ール温度の上昇対策

（ １ ） 軌道伸縮継目移動量監視システム

　 　 軌道は、 伸縮継目を使用し たロングレールを採用し ています。 こ の伸縮継目の状態を

　 監視する 「 軌道伸縮継目移動量監視システム」 を 導入し て、 気温の変化によ る レ ール

　 伸縮状況を遠隔監視し ています。 　

【 ４ 】 その他の安全対策

■強風対策

　 沿線で最も 風の強い、 八千代中央～村上駅間の

橋梁上に風速計を設置し ています。 その測定データ

に基づき 、 最大瞬間風速が毎秒２ ０ メ ート ル以上

になると 段階的に列車の速度規制を実施し ます。

　 安全運行を 確保する ため、 毎秒３ ０ メ ート ル

を基準と し て列車の運転を見合わせます。

（ ２ ） レ ール散水設備

　 　 気温の上昇から レールが伸び、 張り 出し てし

　 まう 現象を防止するため、 冷却用の水を撒く た

　 めの設備を設置し ています。
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■搬送ト ロの導入

　 事故・ 災害などの影響で列車が駅間にて停止し た

場合に負傷者や救援物資の運搬を効率よく 行う ため、

各駅に搬送ト ロの配備を進めています。

　 平成３ ０ 年度に、 船橋日大前駅と 東葉勝田台駅に

搬送ト ロを配備するこ と で、 全駅への配備が完了し

ます。

　 　

■ロングレ ール交換の実施

　 列車の走行により 摩耗等し たレールの交換を平成２ ８ 年度から 実施し 、 列車の安全運行に努

めています。

　 当社線のレ ールは、 レールの継目を溶接し 騒音・ 振動及び乗り 心地等に配慮し たロングレール

を採用し ています。 　

ロングレ ールと は・ ・ ・

　 １ 本２ ５ ｍの定尺レ ールを溶接し てつないだ２ ０ ０ ｍ以上をロングレ ールと 言い、 当社で

は、 八千代緑が丘～東葉勝田台駅間の約４ ８ ０ ０ ｍが最大長と なり ます。

　 　
■車両搭載予防保全の実施

　 現在の車両が運行し て１ ２ 年が経過し たこ と から 、 電子部品を中心に全面的な交換を実施し

ており ます。 写真は、 行先表示機及び運行表示機の更新前と 更新後になり ます。
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【 6-4】 その他の安全への取組み

〔 更新前〕 〔 更新後〕



■自衛消防隊初期消火活動競技大会への参加

　 八千代市防災協会が主催する「 自衛消防隊初期消火活動競技大会」 に参加し まし た。

　 こ の競技大会を 通じ 、 迅速かつ安全・ 確実な初期消火やお客さ まの避難誘導など、 日頃の

 訓練成果を披露し 他の団体と 競い合う こ と で、 更なる技術の向上に努めています。
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■サービス介助士の資格取得

　 ご高齢のお客さ まやお身体の不自由なお客さ まに、 安心し てご利用いただけるよう に駅務員が

サービス介助士の資格を取得し ています。 現在、 ２ ２ 名の資格取得者がおり ます。

　 ※サービス介助士と は、「 公益財団法人日本ケアフ ィ ッ ト 共育機構」 が認定する資格で、 介助

に関する正し い知識と 技術を学んでいる者です。

■緊急時支援活動用ワッ ペン

　 社員が通勤時等で、 当社線を利用中に事故や災害に遭遇し た場合、 当社の社員と し て分かり

やすい形で支援活動が行えるよう 、 全社員に配布し ており ます。
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■ヒ ヤリ ・ ハッ ト 、 気づき の推進活動

　 ヒ ヤリ ・ ハッ ト と は、 重大な事故が発生し た際、 その前に多く のヒ ヤリ ・ ハッ ト があり 、

ヒ ヤリ ・ ハッ ト の事例を収集し 対策を行う こ と で重大な災害や事故を予防するこ と ができ

ます。 当社では、 各個人が経験し たヒ ヤリ と し たこ と やハッ と し たこ と 、 気づいたこ と を

報告し 、 安全推進会議等にて情報共有するこ と で事象の改善に努めています。

　 平成２ ９ 年度の報告は、 ２ ８ 件でし た。 代表的な事例は、 下記のと おり です。

【 避難誘導時使用する小型拡声器の車両搭載】

　 　 震災や故障等において列車が駅間に停車し 、 お客さ ま

　 を駅まで避難誘導する場合、 ご案内や注意喚起を大きな

　 声で分かり やすく お客さ まに伝えなければなら ないこ と

　 から 、 車内の乗務員室に拡声器を 搭載し たほう がよ り

　 安全に避難誘導ができるのではないか。

　〔 対応方〕

　 　 全列車の乗務員室に、 ハン ズフ リ ーの拡声器を 搭載

　 し た。

■各種運動及びキャ ンペーンへの参加

　 夏季及び年末年始に実施する 安全総点検、 春・ 秋に実施さ れる 全国交通安全運動などへの

参加や手すり につかまろう キャ ンペーン など安全に関する様々な運動やキャ ンペーンに参加し

ています。

　 平成２ ９ 年度は、「 声かけ・ サポート 」 運動の強化キャ ンペーンに参加し 、 更なる安全意識の

向上や啓発活動に積極的に取り 組んでいます。



■お客さ まご意見への取組み

　 お客さ まのニーズやご意見にお応えするため、 各駅に「 お客様の声」 ポスト を設置し たり 当社

ホームページに「 お問い合わせフ ォ ーム」 を設けて、 お客さ まの視点に立っ たサービスの提供が

でき るよう に努めています。

　 平成２ 9 年度に頂き まし たご意見は、 ３ １ １  件でし た。

　

■「 こ ども １ １ ０ 番の駅」 への取組み

　 全駅に「 こ ども １ １ ０ 番の駅」 ステッ カ ーを窓口に掲出し 、

子供たちが助けを求めやすい環境を整えるなど、 地域に密着

し た駅と し て安心し てご利用いただけるよう に努めています。
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お客さ ま、 沿線の皆さ まと の連携７

【 7-1】 お客さ まと のコ ミ ュ ニケーショ ン

営業・運転

【ダイヤ・乗車券・折り返し乗車】

105件

33.8%

サービス

【車内空調・接遇】

96件

30.9%

施設・設備

54件

17.4%

お礼・お褒め

20件

6.4%

マナー

18件

5.8%

その他

18件

5.8%



■線路内に “物” を落と さ れた場合

　 ホーム先端やホーム下に「 線路内立入禁止」 の表示を掲出し 、 線路内立入による列車と お客

さ まと の接触事故防止に努めています。

　 なお、 線路内に物を落と さ れた場合は、「 駅係員よびだし イ ンタ ーホン」（ Ｐ １ ６ ） でお知ら

せく ださ い。 駅係員が対応いたし ます。

■ホームで緊急に列車を停止さ せなければなら ない事態が

発生し た場合

　 各駅のホームには、 列車を緊急に停止さ せるための「 非

常停止ボタ ン」（ Ｐ １ ６ ） が設置さ れています。

　 ホーム下に転落し たお客さ まを発見し た場合など、 事故

の危険を 察知し たと き に非常停止ボタ ン を 操作いただく

こ と で、 駅に接近する列車の乗務員に対し て光と 音で危険

が迫っ ているこ と を知ら せ、 列車を緊急に停止さ せるこ と

ができ ます。

■列車内で異常な事態が発生し た場合

　 東葉高速線内を走行する全ての車両には、 乗務員と 直接、

通話でき る 「 車内非常通報器」 を 設置し ています。

　 列車内で、 急病人、 危険行為など の異常な事態が発生

し たと き 、 乗務員にその状況をお知ら せいただく こ と で、

迅速な対応が可能と なり ます。
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【 7-2】 お客さ まと の連携



ＭＥ ＭＯ



　 安全報告書に関する内容やご意見につき まし ては、

「 お客様の声」 ポスト 、 または東葉高速鉄道ホームペ

ージ内の「 お問い合わせフ ォ ーム」 にてお伺いし てお

り ます。

http ://w w w .toyokosoku.co.jp

東葉高速鉄道ホームページ

http://www.toyokosoku.co.jp

